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   東海村公式ＬＩＮＥアカウント機能拡張に伴う構築及び運用業務

受託者選定に係る公募型企画提案競技実施要綱  

 

令和７年４月２８日 

訓 令 第 ２ １ 号 

（趣旨）  

第１条 この要綱は，東海村公式ＬＩＮＥアカウント機能拡張に伴う構

築及び運用業務受託者を公募型企画提案競技により選定する手続につ

いて，必要な事項を定めるものとする。  

（定義）  

第２条 この要綱において公募型企画提案競技とは，あらかじめ委託業

務の内容，参加資格等を公表し，優れた知識，技術力等を有する複数

の者を公募し，それらの者が提出する企画提案書等（プレゼンテーシ

ョンを含む。以下同じ。）を審査し，評価することにより受託者を選定

することをいう。  

（公告）  

第３条 村長は，公募型企画提案競技を実施しようとするときは，次に

掲げる事項を公告するとともに，村ホームページに掲載するものとす

る。  

（１） 公募型企画提案競技の概要  

（２） 公募型企画提案競技の参加資格要件  

（３） 公募型企画提案競技の参加の手続方法  

（４） 公募型企画提案競技の参加者の決定方法及び参加者に対する

通知方法  

（５） 公募型企画提案競技に要する企画提案書等の作成方法及び提

出方法  

（６） 受託者の選定方法及び受託者に対する通知方法  

（７） 無効とする企画提案  

（８） 契約の締結方法  

（９） 企画提案書等の著作権等の取扱い  

（１０） 前各号に掲げるもののほか，村長が必要と認める事項  



（東海村公式ＬＩＮＥアカウント機能拡張に伴う構築及び運用業務

受託者選定企画提案競技審査委員会）  

第４条 公募型企画提案競技を実施するに当たり，参加資格の有無，企

画提案書等の審査及び評価並びに受託者の選定を厳正かつ公正に行う

ため，東海村公式ＬＩＮＥアカウント機能拡張に伴う構築及び運用業

務受託者選定企画提案競技審査委員会（以下「審査委員会」という。）

を置く。  

（審査委員会の所掌事務）  

第５条 審査委員会の所掌事務は，次のとおりとする。  

（１） 公募型企画提案競技に参加できる者の資格を審査すること。  

（２） 企画提案書等の審査評価基準を定めること。  

（３） 企画提案書等を審査し，及び評価すること。  

（４） 受託者として最適な者を選定すること。  

（５） 前各号に掲げるもののほか，村長が必要と認めること。  

（審査委員会の組織）  

第６条 審査委員会は，次に掲げる者をもって組織する。  

（１） 副村長  

（２） 総合戦略部長  

（３） 地域戦略課長  

（４） デジタル改革推進課長  

（５） 地域戦略課長補佐  

２ 審査委員会に委員長及び副委員長１名を置き，委員長には副村長を，

副委員長には総合戦略部長をもって充てる。  

３ 委員長は，審査委員会を代表し，会務を総理する。  

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき又は委員長

が欠けたときは，その職務を代理する。  

（審査委員会の会議）  

第７条 審査委員会の会議（以下「会議」という。）は，必要に応じて委

員長が招集し，議長となる。  

２ 会議は，委員の過半数の出席がなければ開くことができない。  

３ 会議は，非公開とする。  



４ 委員長は，必要があると認めたときは，会議に関係者の出席を求め，

その意見を聴くことができる。  

５ 委員長は，会議の結果について，村長に報告するものとする。  

（審査委員会の運営の委任等）  

第８条 前３条に定めるもののほか，審査委員会の運営に関し必要な事

項は，委員長が別に定める。  

２ 審査委員会の庶務は，地域戦略課において処理する。  

（参加資格の審査）  

第９条 村長は，公募型企画提案競技に参加を希望する者から応募があ

ったときは，参加資格要件の有無について審査委員会の審査結果を聴

いた上で参加の可否を決定し，当該応募した者に通知するものとする。 

（企画提案書等の提出）  

第１０条 村長は，前条の規定により公募型企画提案競技への参加決定

の通知をするときは，当該応募した者（以下「参加者」という。）に対

し，別に定める様式により企画提案書等の提出を求めるものとする。  

（企画提案書等の審査及び評価）  

第１１条 審査委員会は，前条の規定により企画提案書等が村長に提出

されたときは，別に定める審査評価基準により審査するとともに，参

加者から意見を聴取し，企画提案書等の評価を行うものとする。  

２ 審査委員会は，前項の規定による審査等により受託者として最適で

ある参加者を総合的に判断した上で受託者を選定し，村長に報告する

ものとする。  

（受託者の決定）  

第１２条 村長は，前条第２項の規定による報告を受けたときは，速や

かに受託者を決定しなければならない。  

２ 村長は，前項の規定により受託者を決定したときは，選定結果につ

いて，参加者に通知しなければならない。  

（契約の締結）  

第１３条 村長は，地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１

６７条の２第１項第２号の規定による随意契約の方法により，受託者

と委託契約を締結するものとする。  



附 則  

１ この訓令は，公布の日から施行する。  

２ この訓令は，受託者と委託契約を締結したときをもって，その効力

を失う。  


